
THE NEWSPAPER OF TAKAMORI TOWN

Iθ
OC丁OBER No.518

口田l国:閣臨薔膠1疇鷲撃:購景騨麟鰺量聰鰺苺麟:諫鷲爾:翻麟i

田

■田■ ロロロ

目

■■■

■

目

目

■

■

■
",.

●

高森小学校 色見小学校 上色見小学校

高森・上色見・色見の 3つの小学校は、来年
4月 1日 から統合 して「高森中央小学校」とし
て新しく生まれ変わります。

廃校に向け着々と準備が進む中、 9月 22日 、

水と緑 と土

伝 統 を重ん

老△ を大切 |こ し、

4. 勤労を尊び、

o,繭|

色見小では人文字で
「しきみ」とつくりました。
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秋本番、今年は米の作柄も良く豊作が見込まれます。
草部 。社倉地区では、数年前までは架け干しによる米の乾燥がほとんどでし
たが、今では大半が機械化に変わってきています。秋晴れの中、コンバイン作業
に励む阿南時晴さん (草部 。社倉)は、「米の味は架け干しに比べると落ちます
が、やはり時間と労力の関係で機械化に頼らざるを得ない。」と話していました。

秋は運動会の季節。各学校はもちろん、町内各地
で地区毎の運動会もたくさん行われ、子どもからお

年寄りまで参加して、交流と健康づくりの楽しい運
動会が開催されました。
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一斉に最後の運動会が開かれました。                 .
それぞれの学校では、最後の運動会を盛り上       盛  ,7
げようと趣向を凝らした催しが行われ、思い出      J多  ́ コ :

に残る素晴らしい運動会となりました
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各団の団長を務めた三森隆寛君、秋山未来さん、津留一勝君、船山 7`ヾ1 導響  l=桑):・
裕稀さんが「高森小学校130年の歴史の最後にふさわしい、今まで マ 可 i.畑■山ri轟
で最高の運動会にすることを誓います。」と力強く宣誓。 (高森小)    ・事琴甲暉11お仄
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租
「負けてたまるか。」紅自対抗の綱引きで力を振り

絞る子どもたち。(草部南部地区体育祭 )
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「まごには負けられん」と題して行われた技巧走。来賓やお年寄りとゲート

ボールのゲート通しを競いました。(高森東小中学校合同運動会)
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5.スポーツ にします。
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実りの秋
閉校に向けた児童の思いをメッセージにし、上

空で溶けてなくなるという環境にやさしい水風

船に入れて大空へ放ちました。 (上色見小 )

最後の運動会
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秋

の

行

政

相

談

１０
月
２１
日
か
ら
２７
日
ま
で
は

「
秋

の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

そ
こ
で
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
相
談
に

公
正
な
第
二
者
の
立
場
か
ら
広
く

皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
と
　
き
　
１０
月
２１
日

（月
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

■
行
政
相
談
員
　
本
田
幸
則
さ
ん

（高
森

・
上
在
）

本
町
出
身
の
弁
護
―‥
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
で
す
．

■
と
　
き
　
Ｈ
月
９
日

（上
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
と
こ
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芙
蓉
館
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金
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国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に

つ
い
て
の
相
談
や
中
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
と
　
き
　
１０
月
２５
日

（金
）

午

―――１
ｌｏ
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
宝

熊
本
県
保
険
医
協
会
に
よ
る

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
１０
月

の
テ
ー

マ
は
次
の
と
お
り
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
月
　
間
質
性
肺
炎
に
つ
い
て

■
火
　
１０
月
か
ら
の
医
療
費
改
定

に
つ
い
て

■
水
　
メ
ガ
ネ
を
か
け
る
と
近
視

の
度
が
進
む
の
？

■
木
　
時
間
が
か
か
る
歯
茎
の
治
療

■
金
　
痴
果
を
持

っ
た
お
年
寄
り

の
接
し
方

■
土

口
日
　
早
漏
で
悩
ん
で
い
る

方
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宮
崎
県
日
向
市
の
公
衆
浴
場
で
発
生
し
た
レ
ジ
オ
ネ
ラ

菌
の
集
団
感
染
を
受
け
、
鹿
児
島
県
や
熊
本
県
内
の
公
衆

浴
場
施
設
で
も
基
準
値
を
超
え
る
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
が
検
出

さ
れ
、
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

高
森
温
泉
館
と
朋
遊
館
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
８
月
２８
日
と

１９
日
、
熊
本
県
薬
剤
師
医
薬
品
検
査
セ
ン
タ
ー
に
て
温
泉

水
の
自
主
検
査
を
実
施
し
た
結
果
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
検

出
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

不
特
定
多
数
の
入
浴
客
が
利
用
す
る
温
泉
施
設
で
の
い

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
対
策
に
は
、
浴
槽
水
を
毎
日
入
れ
換
え
て

清
掃
す
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
す
。

高
森
温
泉
館
で
は
、

①
毎
日
新
し
い
お
湯
と
入
れ
替
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
毎
日
２
回

（午
前
と
午
後
）
残
留
塩
素
を
測
定
し
確
認

し
て
い
ま
す
。

③
毎
日
入
浴
終
了
後
に
、
浴
場

。
浴
槽

・
浴
場
排
水
溝
等

を
動
力
清
掃
し
て
い
ま
す
。

④
毎
日
機
械
室

・
ろ
過
器
の
洗
浄
と
館
内
清
掃
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

高
森
温
泉
館
と
朋
遊
館
で
は
日
常
的
な
清
掃
や
施
設
の

衛
生
管
理
等
に
努
め
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
来
館
を
、
職
員

一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
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おめでた・おくやみ
2002年 8月 受付分   (敬 称略)

(死亡者 )(年齢)(御遺族 )
山部 キヌ 79 泉  郡治
松本 雅安 70松本ヨシエ
山田 真也 16山 田 裕司
後藤  リキ 79後藤 和弘
後藤ユワ子 78後藤いちえ

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>佐藤常義 田上幸文
<一般寄付> 佐伯文雄
■広報送料寄付

古宮 瑞枝 (東京都瑞穂町)
桐原 酉次 (札幌市南区)
野尻 昭敏 (愛知県豊田市)
二子石兼二 (東京都町田市)

こ__

お くや み
も う しあ げ ます

人
口
の
動
き

8月 末日現在 (前月との比較)

世帯数 2,634(± 0)
男  3,702(+4)
女  4,009(± 0)
総 数 7,711(+4)

8.28

:善黄 の灯

涙

明蜃
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嘔 分

はるな

杉本 遥菜

田上 知歩
(高森・旭通)

甲斐真那斗ちゃん

(卓部・岩神)7.30生

林 美結綺ちゃん

(高森。上在)8.11生

森山  温 ちゃん
(高森・森)8.15生

ちゃん

7.26生

ちゃん
7.27生

高森 上在

優 一
美 紀
克 哉
アルマ

ブ蒸1 糸己

真奈美

森・ 森
岡 県柳 川 市

あ りがとうございま した

(敬称略)
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母

父
母

父
母
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母

女

　

男
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女
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英 樹
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幸 二

色
熊

津
大

高
鹿

高
福

幸
り

一
美
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幸

一
保

ど
保
み

洋
優

俊
美

淳
里

下
コ
井
前
藤
囀
村
艤

岩
篠
瀬
輌
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今
隋
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見 。 ||1鳥 R9
本  市
V~

留・上津留 8.8
分 県 竹 田市

森・ 下 町 8.10
本 郡 植 木 町

(住 所 )
高森・横町

色見・山鳥

尾下。片山
上色見・洗川

野尻・川上

お知らせのページ
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高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

野
尻
地
区

■
と

き
　
１０
月
１７
日

（木
）

午
前
ｌｏ
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館
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幹
集
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後
１
時
か
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３
時
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で
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こ
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芙
蓉
館
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お知らせのページ

午後10時 の開館後、館

内外全ての清掃作業を

終えるまでに約 2時 間
かかります。

09676-△ 一口回□

↓
0967-6△ ―□□□□
12月 1日 の局番表示変更によって、町内か

ら電話をかける場合

役場本庁は    62-1111
高森中央出張所は 62-3411
草部出張所は   64-0211
野尻出1張‐所は   65-0211
となりますのでご注意ください。

■お問い合わせは

総務省 九州総合通信局
情報通信部‐ 電気通信事業課
lEL 096‐ 326=7824

高森工芸展のお知らせ

高森町美術工芸家協会では下記のとおり工芸展

を開催 します。お子さまも楽 しめる実演もありま

すので、ぜひご来場ください。

期日 10月 25口 (金)～ 27日 (日 )
9日寺30分ベン5日寺30う)

場所 体暇村南阿蘇セン トラルロッジ
主催 高森町美術工芸家協会

■事務局 ■L2-1945(山田 )

最低賃金が 10月 1日 か ら改定

時間額 606円
今回から地域別最低賃金は時間額のみとなりま

した。この最低賃金は、産業別最低賃金が適用さ

れない全ての労働者 (臨時 。パ‐ トタイム労働者

を含む)に適用されます。
■問い合わせは

熊本労働局賃金室 ■L096-355-3202お客様に安心 してご利用いただけるよう、清掃作業には特に力を入

れています。このように、毎日の浴槽水の入れ替えと清掃作業が、

レジオネラ菌を寄せ付けない最も効果的な方法です。

●   ●

●   ●

役場の支払日 10/ 15(火 )、 10/25(

技能五輪くまもと2002
21歳以下の若者が、34種 日で日本一の技に

挑戦 します。 日ごろ触れる機会の少ない高度
な技術を間近に見ることができます。

アビリンピックくまもと2002
全国から集まった障害者の皆さんが、22の

競技職種で日ごろ鍛えた技を競います。なお、

本町から瀬田博さん (河原 。市野尾)が工作 。

加工技術系の部に出場されます。

■競技期日 10月 26日 (土)(入場無料 )
■競技会場 パーク ドーム熊本 (瀬田さん出場 )

。県立技術短期大学

■問い合わせ 熊本県職業能力開発課Ъ 096-387-1919

flト

きです :
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工  事  名 工 期 請負金額 (円 ) 請 負 者

草部南部地区本管布設替工事
8.7～
10.31

8,536,500 い藤本組

前原線
道路改良舗装工事

天神 8.7～
11.5
9,425,599 同興椙建設

社倉・蔵地線
4工区道路改良舗装工事

8.8^ウ
3.17
131,040,000 い草村企業

社倉・蔵地線
4-B工区道路改良舗装工事

8.8～
2.28
65,205,000 い藤本組

高森中学校校舎
第 2期改築本体工事

8.8～
3.20
387,450,000 西釜建設田

高森中学校校舎
第2期改築電気設備工事

8.8～
3.20
46,095,000 m熊電施設

高森中学校校舎
第2期改築機械設備工事

8.8^ウ
3.20
28,142,649 い肥後設備

高森東中学校
便所等改修本体工事

8.7ハV

12.5
14,185,500 同勝木工務店

高森東中学校
便所等改修排水処理設備工事

8.5～
12.5
11,235,000 閉ひゆがや

高森中学校校舎
第2期改築工事監理業務委託

8.8^V
3.20
7,245,000 nSDA建築

設計事務所
公営住宅下町A団地
第 2期建替え工事

8.8ハV

2.28
126,210,000 田木村建設

公営住宅駅前団地
第 3期建設工事

8.8～
2.28
34,954,500 蔵原建設閉

阿蘇が大好きな人たちの地域応援と交流の場

孤蘇つ7)●ラづ贅口!

阿蘇郡商工会連合会を事務局 とする
「阿蘇広域観光と地域づくり連絡協議会」

の、阿蘇広域観光サイ ト「阿蘇ファン

クラブ」が、7月 から開設しました。

阿蘇ファンクラブの会員になると①

施設割引、②物産割引、③阿蘇からの

情報提供、④エン トリー資格などの特

典があります。

ホームページア ドレス

http://、′v、″vv.asofan.net/

■お問い合わせは

阿蘇広域観光と地域づくり連絡協議会

事務局  ■L0967-23-6009

(3)

…

電話番号の局番が変わります

入 札 結 果 (5百方由
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熊本市内の信夫和邦さん。
「いつも清潔で落ち着 きま
すので週 1回は来ています。
レジオネラ菌 ?こ こ|は大文
夫だと信じていました :」

大津町から月 2回位利用される 3人
組。「ここは、広くてきれいで落ち着
きます。サウナの水が冷たいのが最高
ですね。」

，

．

〓

町内の甲斐尚さん (永
野 原 ■小楢 木 )。 「週
4回 ぐらい利用 して
います。ここは、い
つもきれもヽにされて
いますので、レジオ
ネラ菌||ま大丈夫だろ
うと思うてtヽました。
これからも安心して
利用できます。」

ん
気
り
、の
ま
に
れ
ま
・

さ
電
“
い
い
常
ら
き

一

利
■
一ゞ
し、
て
は
お
で
一
一

貞
幌
一一飼
も
し
館
て
浴

ノ‐、池
一翻
一一妬
贅
棚
識
称
は

前締趾鰺御
ｏ当潔‐こ」
。Ｊ

町
倅
風
設
で
す
清
安
す

一
●

一一――‐Ｉ
一

大人はもちろん、これから就職 。進学を考えてい :

る高校生、いろんな経験をしてほしい小・中学生の :

皆さん、ぜひご覧ください。           :
■競技期日 10月 18日 (金 )。 19日 (土 )(入場無料)・
■競技会場 グランメッセ熊本。パークドーム熊本・県 ・

立技術短期大学・県立大学ほか      :



高森保育園すみれ組の 17人が「これからも長生きして<ださい」と元気よくあいさつした後、太鼓や歌を披露。

8会場で敬老会を開催

1064人のご長寿を祝ういつまごもお■
=ご お

年
寄
り
の
こ
れ
ま
で
の
ご
苦
労
に
感

謝
し
、
長
寿
を
お
祝

い
す
る
高
森
町
敬
老

会
が
、
各
校
区
婦
人
会
や
各
地
区
の
皆
様

の
協
力
に
よ
り
、
９
月

１５
日
に
町
内
８
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
敬
老
会
で
は
元
気
な
お
顔
で

お
じ
い
ち
や
ん
、
お
ば
あ
ち
や
ん
た
ち
が

出
席
。
高
森
地
区
の
敬
老
会
は
高
森
中
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
の
皆
様
か
ら

「仕

事
や
戦
争
、
子
育
て
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
苦

労
に
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

っ
た
で

し
ょ
う
。
今
日
の
日
本
の
繁
栄
が
あ
る
の

は
皆
さ
ま
の
ご
努
力
の
お
か
げ
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
私
た
ち
を
導

い
て
く
だ
さ
い
。
」

と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
歌
や
踊
り
の
余
興
が
行
わ
れ
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

金
婚
夫
婦
表
彰

次
の
２７
組
の
ご
夫
婦
が
熊
本
国
日
新
聞
社

か
ら
結
婚
５０
年
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
９
月

１３
日

（金
）
休
暇
村
南
阿
蘇
に
お
い
て
表
彰

状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●   ●

●   ●

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

榮 さん (74)三
愛子さん (74)

(高森・村山)

森 俊雄さ
スエ子さん (73)
(高森・村山)

桐原 市喜さん (79)中川
由布子さん (70)

(高森・上町 )

後藤 馬継さん (78)大谷
ミヨ子さん (69)

(上色見・洗川 )

光 さん (79)本 田
キヨさん (77)

(高森・上在)

正開さん (69)

敬子さん (69)

(高森・上町 )

一一
一

　

後

　

一

　

一７
一　

．

．一
一
一す
一
一
一一
一
一
一薔
一
一＝
一
一桧
）

シ
ン
　
隣
に
も
居
る
受
験
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
源
　
馬
笑

前
代
末
団
　
埋
め
て
拡
ら
し
た
考
十
学
　
　
　
　
　
　
林
　
　
不
恙

汗
じ
ゅ
っ
く
り
　
仕
送
り
受
く
る
子
は
郷
ら
ん
　
　
　
後
一膝
　
信
子

初

む
ね

ェ
　
と
ば
け
さ
す
る
と
罰
か
ぶ
る
　
　
　
　
　
日
本
　
人
７司

サ
ッ
カ
ー
ぼ
け
　

戸ヽ
は
蹴
た
く

っ
て
閉
め
よ
ら
す
　
　
相
源
　
白
酔

汗
じ
ゅ
っ
く
り
　
名
誉
に
か
け
た
甲
子
日
　
　
　
　
　
佐
藤
　
菫
信

岐
曰
く
　
Ｏ
型
の
立
が
う
ま
か

っ
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
　

えヽ
雄

岐
曰
く
　
敲
血
嫌

い
探
し
よ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
上
黙
公
子

汗
じ
ゅ
っ
く
り

　

一
本
道
は
二
か
な
あ
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
愛
子

サ
ン
カ
‐
ぼ
け
　
ま

ァ
だ
什
事

の
子
に
つ
か
ん
　
　
　
上
丼
カロ
根
女

一
サ
ッ
カ
ー
ぼ
け
　
体
暇
ば
か
り
じ
ゃ
足
ら

っ
さ
ん
　
　
林

口
　

一
声

●
初
む
ね

ェ
　
か
ぶ
り

つ
き
ま
で
い
ら

っ
し
ゃ
い
　
　
　
渡
辺
　
雲
海

岐
曰
く
　
こ
の
項
味
の
落
ち
た
な
あ
　
　
　
　
　
　
　
松
山
キ
ヨ
子

岐
曰
く
　
観
月
会

ィ
お
出
ん
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
野
　
笑
声

シ
ノ
　
聞
き
問
逹
う
と
遺
産
揉
め
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
塚
　
綺
え

一
初

む
ね

ェ
　

月ヽ
に
力
の
入
っ
と
る
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
，蛛
仙

一一一一一一一一・一一一一一一・　
・　　　　　
一^なた
夕
・″， 一一一一一一一
一

．
梅
雨
晴
ね
て
山
の
項
目
近
に
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
　
子

幼
子
の
め
ず
ら
し
そ
う
に
な
む
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澄
　
子

一
峡
姫
壇
や

っ
と
終
わ
枚
ば
半
夏
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
や

一一
羽
友
の
伝
説
訪
ね
初
夏
の
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寿
美
子

梅
雨
晴
ね
間
姜
の
仕
事
の
多
か
り
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ミ
オ

古
希
過
ぎ
の
兄
妹
揃
ふ
夏
座
敷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
ほ

風
吹
け
ば
波
な
す
阿
一体
の
た
夏
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■〓
　
弥

雨
姓
跳
ね
て
定
ま
る
葉
末
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
キ
ラ

POETRyPAGE
後藤 正直さん (80)谷川 誠男さん (72)
百合子さん (75)  サチ子さん (68)
(高森・ 森 )   (高 森・冬野)

岩下  満 さん (75)橋本 重幸さん (71)
光代さん (70)  佐恵子さん (71)
(高森・冬野)   (高 森・旭通 )

白根亀久夫さん (75)津留  晃 さん (78)
アサ子さん (69)  イッ子さん (73)
(高森・天神)   (高 森・津留)

(4)(17)

第|1211回「すまいるフェスタinたかもり」

開催0お知らせ

昨年、高森町文化祭 。高森町健康づくり推進

大会・高森町人権啓発フェスティバルを合同で

第一回の 「すまいるフェスタinたかもり」を開

催しましたが、本年も11月 2日 。3日 に開催し

ますので、多数のご来場をお待ちしています。

なお、イベントの詳細については、後日回覧

しますが、主な内容は次のとおりです。

11月 2日 (土)文化部門各種作品展示及び体験コーナー (両日)
人権・健康福祉のパネル等展示 (両 日)

熊日ちびつ子スケッチ展表彰式

人権バン ド演奏「イソジンズ」

健康チェックコーナー (両 日)

11月 3日 (日 )人権劇・人権作文発表、健康づくり関係講演
国民健康保険優良家庭・優良献血者表彰

お楽しみ抽選会

※フリーマーケットコーナーを設けますの

で、出店希望の方は高森町社会福祉協議会ヘ

お申し込みください。

■高森町社会福祉協議会 ■L2-2158

昨年のフェスタで人権劇を演じた高森中のみなさん

国お菓子の交流ゾーン」は、 日本全国のお菓子約
1万点が勢ぞろい、毎 FIさ まざまな銘菓が試食で

が出展、お菓子の試供品をブレゼン トします。

その他、盛りだくさんの内容です。

海外旅行など豪車商品が当たるお楽 しみ抽選

や、県内施設の割引が何度でも受けられる特典付

きの前売り券の発売がいよいよ 10月 31日 までと

なっております。お早めにお買い求めください。

○会期 平成 14年 11月 1日 (金 )～ 11月 18日 (月 )
○会場 グランメッセ熊本 (益城町)、 熊本城 (熊本市)
○前売 り券価格 大人 1,600円 、高校生 1,200円 、
小中学生 700円 (当 日券より200円安くなつています)

○販売箇所 ローソン、ファミリーマー ト、チケッ
トぴあ、熊ロプレイガイ ド、交通センター、ダイ

ド∵県内各店、菓子博ののぼりの

‐OHPア ドレス http://www

ゾ ン 手 お企 出
墨ヒ
,オヽ 展 で ま

「
ノヽ メ菓子

netkashihaku

お問い合わせは

くまもと

■L09

エ ー 、 ニ コ ニ コ

ある菓子店など

2002実行委員会事務局

3-8900

騨
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日
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「くまもと菓子博2002」いよいよ開催 :
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学
び

・
奉
仕

・
ふ
れ
あ
い
の
場

梅
香
苑

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

中
学
生
が
つ
１
つ
キ
ャ
ン
ブ

高
森
中
と
東
中
の
生
徒
が

宿
泊
し
て
介
護
体
験

高
森
中

（
１８
人
）
と
高
森
東
中

（
４５
人
）

の
生
徒
た
ち
が
、
夏
休
み
期
間
中
に
、
梅

香
苑
で

「
ワ
ー
ク
キ
ヤ
ン
プ
」
を
行

い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
社
会
福
祉
施
設
と
の
交
流

・

体
験

。
学
習
を
す
す
め
、
地
域
社
会
の
な

か
で
の
ふ
れ
あ
い
活
動
の
拠
点
に
し
よ
う

と
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
希
望
者
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
ク
キ
ヤ
ン
プ
で
、
介
護
の
大

変
さ
と
大
切
さ
を
肌
で
体
験
し
、
お
年
寄

り
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
認
識
し
た
よ
う
で
し
た
。
生
徒
の
皆
さ

ん
は
二
日
間
の
短
い
体
験
で
し
た
が
大
き

く
成
長
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
も

「や
さ
し
さ
の
証
明
」
の
修
了

証
も
交
付
さ
れ
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
あ

ら
た
め
て
社
会
参
加
の
重
要
性
を
感
じ
た

よ
う
で
し
た
ｃ

ダ
イ
い
」
一一^

今
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

（ご

結
婚
６０
年
）
受
賞
者
は

一
組
。

高
森
地
区
の
敬
老
会
に
参
加

さ
れ
た
旭
通
の
後
藤
伍

一
さ
ん

（
８６
）

ツ
オ
さ
ん

（
７９
）
ご
夫

妻
は

「
長
い
よ
う
で
短
い
、
で

も
や

つ
ぱ
り
長
い
６０
年
で
し
た
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

100歳
ヤ
モ
ン
ド
婚

婦
表
彰

お
め
で
と
０
ど
ざ
り
ま
す

岩
下
マ
ツ
エ
さ
ん

（高
森
口冬
野
）

敬
老
の
日
を
前
に
、
９
月
１３
日
、

岩
下

マ
ツ
エ
さ
ん
の
入
所
先
の
梅

香
苑
を
今
村
町
長
が
訪
問
し
ま
し

た
。
明
治
３６
年
３
月
２８
日
生
ま
れ

の
岩
下
さ
ん
に
、
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
の
祝
状
と
町
か
ら
の
表
彰
状

・

記
念
品
が
贈
ら
れ
、
め
で
た
く

１
０
０
歳
の
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

今
村
町
長
が

「お
ば
あ
ち
や
ん

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
声
を
か
け
る
と
、
岩
下
さ

ん
は

「お
か
げ
さ
ま
で
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
応
え

ら
れ
ま
し
た
。

●   ●

●   ●

美
容

・
理
容
組
合
が
整
髪
奉
仕

９
月
９
日
、
県
美
容
業
生
活
衛
生
協
同
組
合

南
阿
蘇
支
部
と
県
理
容
衛
生
組
合
南
阿
蘇
支
部

の
会
員
が
、
梅
香
苑
を
訪
れ
、
入
苑
者
の
整
髪

奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
９
月
４
日
の

「
ク
シ
の
日
」
に
ち

な
ん
で
、
梅
香
苑
の
開
所
以
来
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
２１
回
目
。

こ
の
日
は
、
両
組
合
か
ら
合
わ
せ
て
１８
人
が

入
苑
者
全
員
の
整
髪
を
行
い
ま
し
た
。
整
髪
で

さ

っ
ぱ
り
し
た
お
年
寄
り
た
ち
は
、
敬
老
会
に

は
す

っ
き
り
と
し
た
気
分
で
参
加
さ
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

歌
川

ニ
ニ
子
歌
謡
シ
ョ
ー

歌
手
の
歌
川
二
三
子
さ
ん
が
、
８
月
２９
日
、
梅

香
苑
を
訪
れ
、
歌
謡
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
出
店
組
合

（甲
斐

節
男
会
長

・
会
員
数
２５
）
の
皆
さ
ん
が
、
施
設

の
お
年
寄
り
に
歌
手
の
生
の
歌
声
を
聞
い
て
も

ら
お
う
と
実
現
。

テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
な
が
ら
全
国
の
老
人

施
設
を
慰
問
し
て
い
る
と
い
う
歌
川
さ
ん
は
、
こ

の
梅
香
苑
の
訪
間
で
通
算
７
０
７
軒
目
。

自
分
の
持
ち
歌
や
ヒ
ツ
ト
曲
な
ど
を
熱
唱
し
、

人
苑
者

一
人
ひ
と
り
と
握
手
を
し
な
が
ら

一
緒

に
歌

つ
た
り
と
、
人
苑
者
た
ち
は
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

住吉 忠幸さん (71)色見 己敏さん (76)佐藤 睦夫さん (79)竹 内 直行さん (76)後藤  仁 さん (70)
スマ子さん (71)  キェ子さん (71)  タツヨさん (71)  チズカさん (77)   京子さん (71)
(色見・山鳥)   (色 見・戸狩)  (上 色見・前原)  (上 色見・洗川)  (上 色見・洗川 )

さん (70)加未
ヒデさん (71)
(津留・上津留)

拮雄さん (69)

節子さん (70)

(津留・下町 )

山室 亀清さん (75)
ツネ子さん (72)

(色見・西丁 )

安藤 幸之さん (78)
イツ子さん (77)

(津留・上町 )

(77)山下 輝雄さん (72)本田 保文さん (71)甲斐 惟則さん (75)
(73)  ィッ子さん (68)   雪子さん (72)  スミ子さん (70)
宿)  (矢津田・赤羽根)   (芹口・菅の迫)    (草 部・社倉)

ん

ん

さ

さ

明

ラク

石

オ

子

峰の中

入苑者と一緒に昔懐かしい曲を歌う歌川さん 入苑者一人ひとりを丁寧に整髪する理容と美容組合員の方々

顧義さん (70)瀬井 隆一さん (77)瀬井
ケサコさん (69)  サヱ子さん (75)
(尾下・牧戸)    (尾 下・片山)

(5)
(16)
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奨1コスの,″で:デランテイ角任:勁|だルク

加束喜代恵さん (大字津留出身)

世
界
中

に
は
、
貧

困

に
苦

し

み
、
生
き
て
い
く
こ
と
さ
え
も
ま

ま
な
ら
な
い
国
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

青
年
海

外
協
力
隊

は
、

そ

の

よ
う
な
途

上
国

の
国
づ

く
り
を

支
援
す
る
、
国
の
事
業
と
し
て
昭

和
４０
年
に
発
足
。
現
在
、
世
界
６４

カ
国
で
約
２
６
０
０
人
も
の
人
た

ち
が
、
現
地
の
人
た
ち
と
同
じ
言

葉
を
話
し
生
活
を
と
も
に
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
づ
く
り
の
た

め
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
ア
フ
リ
カ
大

陸
の
中
央
部
に
位
置
す
る
ガ
ー
ナ

共
和
国
で
、
熱
意
を
持

っ
て
仕
事

に
励
ん
で
い
る
加
木
さ
ん
か
ら
、

広
報
た
か
も
り
に
お
便
り
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に

何
か
し
て
や
れ
な
い
か

１
年
間
の
英
国
留
学
を
終
え
、

帰
国
し
た
８
年
前
、
あ
る
テ
レ
ビ

番
組
で

「貧
し
さ
ゆ
え
に
勉
強
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
」
と
い
う
趣

旨
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
見
た

こ
と
が
、
協
力
隊
を
志
願
し
よ
う

と
思

っ
た
き

っ
か
け
で
し
た
。

生
き
て
い
く
た
め
に
、
小
さ
い

子
ど
も
た
ち
が
貴
重
な
労
働
力

だ

つ
た
り
、
収
入
源
だ

っ
た
り
す

る
。
家
族
を
助
け
る
た
め
の
子
ど

も
の
身
売
り
も
実
際
に
行
わ
れ
て

お
り
、
教
育
と
は
縁
遠
い
状
況
で

し
た
。
「
そ
ん
な
状
況
下
に
あ
る
子
ど

も
た
ち
に
何
か
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
。
」
と
い
う
思
い
は
増
す
ば
か

り
で
、
そ
れ
に
加
え
英
国
留
学
で

習
得
し
た
語
学
を
生
か
し
た

い

思
い
や
、
俗
に
言
う

「途
上
国
」
、

そ
こ
に
住
む
人
た
ち
、
文
化
な
ど

に
関
心
を
持

っ
て
い
た
こ
と
も
協

力
隊
を
受
験
す
る
大
き
な
き

っ
か

け
で
し
た
。

１０
回
の
チ
ャ

隊
員
の
切
符
レ
ン
ジ

で

足
掛
け
６
年
、
受
験
回
数
１０
回

目
に
し
て
、　
つ
い
に
手
に
入
れ
た

隊
員
と
し
て
の
切
符
。
不
合
格
通

知
を
何
度
も
ら

つ
て
も
、
あ
き
ら

め
る
気
持
ち
は
な
く

「ど
う
し
て

も
行
く
ん
だ
」
と
い
う
強
い
気
持

ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ガ
ー
ナ
で
仕
事
を
し
始
め
て
実

感
し
た
の
は
、
何
を
す
る
に
も
「時

期
」
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
ま
で
に
得
た
経
験
は
、
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
仕
事
を
す
る

に
あ
た
り
大
い
に
役
立

っ
て
い
ま

す
。

チ
ヨ
コ
レ
ー‐――
卜
で
有
名
な
国
一

●
一
‐
　

　

●
●

「熊
本
の
夏
み
た
い
や
な
あ
！
」

こ
れ
が
、
ガ
ー
ナ
コ
ト
カ
国
際
空
港

に
降
り
立

つ
た
私
の
第
１
印
象
で

し
た
。
機
内
か
ら
階
段
を
降
り
、
入

国
審
査
の
あ
る
建
物
ま
で
歩
い
て

移
動
す
る
空
港
も
初
め
て
で
し
た
。

ガ
ー
ナ
は
ギ

ニ
ア
湾
に
面
し
た

西
ア
フ
リ
カ
の
国
で
す
。
１６
世
紀
か

ら
始
ま

っ
た
英
国
の
植
民
地
時
代

に
は
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
と
呼
ば

れ
、
ア
フ
リ
カ
の
中
で
は
１
９
５
７

年
と
早
い
時
期
に
独
立
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
輸
出
の
ほ
と
ん
ど
を

コ

コ
ア
や
カ
カ
オ
に
頼
る
単

一
経
済

の
国
。
ち
な
み
に
日
本
の
コ
コ
ア

の
７０
％
は
ガ
ー
ナ
か
ら
輸
入
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
チ
ヨ
コ
レ
ー
ト

が
有
名
な
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

人
口
は
約
１
８
３
０
万
人

（９６

年
現
在
）
で
、
国
土
面
積
は
日
本
の

３
分
の
２
。
人
口
の
約
半
分
は
ク
リ

ス
チ
ヤ
ン
で
あ
り
、
毎
週
日
曜
日
の

礼
拝
は
貴
重
な
行
事
の
一
つ
で
す
。

公
用
語
は
英
語
の
ほ
か
に
各
州
に

異
な
る
言
語
を
持
つ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
な
ん
と
い
っ
て
も
マ
ラ

リ
ア
に
か
か
る
人
は
日
本
人
が
風
邪

を
引
く
よ
う
に
日
常
茶
飯
事
で
す
。

●   ●

●   ●

メダ青年野球クラブ (私が教えています )

被服科クラスの実習のようす

′
０

句
４
の
森
に
新
た
な
４
が
完
成

昨
年
の
く
ま
も
と
お
城
ま
つ
り

「草
枕
」
全
国
俳
句
大
会
で
、

佐
伯
文
雄
さ
ん

（上
色
見

・
西
中
原
）
の
句
が
金
子
兜
太
先
生

に
よ
る
特
選
に
選
ば
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
作
品
を
刻
ん
だ
句

碑
が
千
本
桜
公
園

・
句
碑
の
森
に
完
成
し
ま
し
た
。

碑
は
、
町
と
町
文
化
協
会
、
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
根
子
岳

会
が
建
立
。
９
月
１８
日
に
関
係
者
約
４０
人
が
出
席
し
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
伯
さ
ん
は
、
郵
便
局
を
定
年
退
職
し
て
間
も
な
い
、
平

成
６
年
に
脳
内
出
血
を
患
い
後
遺
症
で
現
在
は
車
い
す
生

活
。
若
い
と
き
は
、
趣
味
と
し
て
多
く
の
友
人
と
登
山
を
楽

し
み
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
す
べ
て
が
思
い
出
で
あ
り
、

現
在
は
俳
句
づ
く
り
が
ひ
と
つ
の
趣
味
と
な
つ
て
い
る
そ
う

で
す
。
会
ル
れ
あ
の
す
な
す
に
も
う
履
け
甘
い

根子岳をイメージさせる句碑を囲む、佐伯さん (車いすの方 )

と根子岳会の皆さん

虫
の
音
聞
き
秋
を
楽
し
む

虫
の
音
を
聞
き
な
が
ら
俳
句
を
ひ
ね
り
、

秋
の
夜
を
風
流
に
楽
し
も
う
と
い
う
実
験

イ
ベ
ン
ト

「虫
聞
き
会
」
が
、
９
月
２４
日
、

休
暇
村
南
阿
蘇
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ツ
ジ
前
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
観
光
協
会
が
企
画
し
た
も
の

で
、
協
会
関
係
者
と
菜
の
花
句
会
の
会
員
約

３０
人
が
参
加
。
参
加
者
は
、
冷
た
い
秋
風
が

吹
く
中
、
地
酒
で
温
ま
り
栗
お
こ
わ
や
煮
し

め
な
ど
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
な
が
ら
、
出
来

上
が
っ
た
句
を
次
々
に
紹
介
し
ま
し
た
。

虫の音を聞きながら俳句づくりやおしゃべりを楽し

みました。

複十字シール

運動期間 8月 1日 ～

あなたの募金で

「結核や肺がんのない、

明るい社会」の実現を

高森町健康を守る婦人の会

では結核撲滅運動も行っていま

すら

結核は過去の病気と思っておられる方が多い

と思いますが、 日本で結核になった人は平成
年の 1年間で 44,379人 で、その内 2,650人 も

人が亡くなっています。

複十字シールの益金は、①国際協力事業の援助、

②結核や肺がんなどの研究や調査、③胸部検診

車・医療機器などの整備、④結核予防思想の普及・

啓発などに生かされます。

10月 ド旬から11月 にかけて、募金のご協力に

伺いますので皆様のご協力をよろしくお願いし

ます。

■お問い合わせは 本田美智子 ■L2-0036

12月 31日

献
血
運
動
推
進
で
感
謝
状

高
森
町
健
康
を
守
る
婦
人
の
会

高
森
町
健
康
を
守
る
婦
人
の
会

の
み
な
さ
ん
の
活
動
の
ひ
と
つ
に

「愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
が

あ
り
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の

移
動
献
血
の
際
な
ど
に
お
手
伝
い

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
そ
の
献
血
推
進
に

対
す
る
長
年
の
功
労
に
対
し
て
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状
の
贈

呈
を
受
け
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
献
血
推
進
の
ほ
か

「水
と
環
境
を
守
る
運
動
」
や
、
「楽

し
い
食
卓
・食
生
活
改
善
の
推
進
」

な
ど
も
行
わ
れ
、
本
町
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
を
推
進
さ
れ
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

(15)
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高
森
高
校
の
廊
下
に
絵
画
を
展
示

高
森
高
校
の
校
舎
内
廊
下
を
絵
画
や

写
真
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
す

る
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

９
月
１９
日
、

町
の
絵
画
ク
ラ
ブ
土
曜
会
の
皆
さ
ん
が

作
品
約
２５
点
を
飾
り
付
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
地
域
の
方

々
に
自
由
に

鑑
賞
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
美
術
の

授
業
が
な
い
生
徒
た
ち
の
情
操
に
も
役

立
て
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
も
の
。

土
曜
会
の
松
田

一
彦
会
長
は

「私
た

ち
の
発
表
の
場
に
な
る
し
、
生
徒
の
勉

強
に
も
な
る
の
で
は
」
と
期
待
し
て
い

ま
し
た
。

草
部
中

３
年

の
岡
本
卓
也
君

（草
部

・
灰
原
）
が
、
９
月
に
開

か
れ
た
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

陸
上
大
会
の
県
予
選
で
１
８
３

ｃｍ

を
跳
び
優
勝
し
、
１０
月
２５
日
か
ら

２７
日
に
か
け
て
横
浜
市
で
開
か
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

身
長
１
８
ｌ

Ｃｍ
の
岡
本
君
は

「全
国
大
会
で
は
、
自
己
記
録
の

１
８
３

ｃｍ
は
も
ち
ろ
ん
１
９
０

ｃｍ

を
超
す
跳
躍
で
、
ぜ
ひ
決
勝
に
残

り
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

草
部
中
学
校
　
岡
本
卓
也
君

走
り
高
跳
び

で
全
国
大
会

ヘ

●   ●

●   ●

私
の
仕
事
は

ロ

そ
ん
な
ガ
ー
ナ
で
働
き
始
め

て
１
年
５
ヶ
月
。
首
都
ア
ク
ラ
か

ら
私
の
任
地
で
あ
る
ア
ゴ
メ
ダ
ま

で
は

「ト
ロ
ト
ロ
」
と
い
う
乗
り

合
い
バ
ス
で
約
１
時
間
半
か
か
り

ま
す
が
、
バ
ス
の
発
車
時
刻
は
決

ま

っ
て
い
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
満

員
に
な
る
ま
で
は
客
待
ち
で
発
卓

し
な
い
の
で
す
。

人
口
３
千
人
の
小
さ
な
町
ア
ゴ

メ
ダ
の
、
地
域
に
根
ざ
し
た
青
少

年
対
象
の
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
が

私
の
職
場
。
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管

理
の
サ
ポ
ー
ト
、
分
か
り
や
す
く

言
え
ば
校
長
補
佐
が
私
の
仕
事
。

実
際
に
は
、
校
長

の
秘
書
的
仕

事
や
運
営
委
員
会
と
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ツ
フ
と
の
橋
渡
し
、
セ
ン
タ
ー

の
宣
伝
活
動
、
運
営
資
金
管
理
な

ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

学
ぶ
こ
と
に
貪
欲
に

な

っ
て
ほ
し
い
と
思
う

「青
少
年
育
成
」
に
力
を
入
れ

た
い
私
は
、
こ
の
地
域
や
周
辺
の

青
少
年
に
、
学
ぶ
こ
と
に
貪
欲
に

な

っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
、
そ

の
機
会
を
で
き
る
だ
け
与
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー

の
ク
ラ
ブ
活
動
で

は
柔
道
を
、
青
年
ク
ラ
ブ
活
動

で
は
前
任
者
か
ら
引
き
継
い
だ
野

球
を
教
え
て
い
ま
す
。
小
さ
な
町

で
暇
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
彼
ら

に
と
っ
て
は
、
無
料
で
ス
ポ
ー
ツ

が
習
え
る
こ
と
は
願
っ
て
も
な
い

チ
ヤ
ン
ス
で
す
。

週
１
回
日
本
語
教
室
を
行

っ
て

い
ま
す
が
、
日
本
に
対
す
る
彼
ら

の
関
心
は
高
く
、
熱
心
な
の
で
教

え
が
い
が
あ
り
ま
す
。　
ハ
イ
テ
ク

機
器

（電
子
機
器

・
コ
ン
ピ

ユ
ー

タ
関
係
）
や
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
影
響
か
ス
ポ
ー
ツ
関
係
、
車
の

話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

物
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る

２
組
の
ガ
ー
ナ
人
家
族
と
の
同

居
生
活
で
、　
一
部
屋
を
借
り
、
台

所
と
ト
イ
レ
、
シ
ヤ
ワ
ー
室
は
共

同
で
す
。　
一
歩
部
屋
を
出
る
と
同

居
人
の
子
ど
も
が
、
す

っ
ぽ
ん
ぽ

ん
で
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
元
気
で
働
き
者

で
す
。
ま
き
運
び
、
水
運
び
、
赤

ち
や
ん
の
お
守
り
は
子
ど
も
の
仕

事
。
家
族
は
助
け
合

っ
て
生
活
し

て
い
ま
す
。

断
水
や
停
電
は
協
力
隊
員
に
は

つ
き
物
と
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
大

変
さ
を
感
じ
ま
す
。
１
週
間
も
断

水
が
続
き
、
貯
水
が
底
を

つ
い
た

と
き
に
は
、
に
ご

っ
た
雨
水
で
さ

え
も
天
か
ら
の
恵
み
と
感
謝
。
停

電
も
、
３
日
も
４
日
も
続
く
と
夜

が
長
く
朝
が
待
ち
遠
し
い
。

日
本
で
は
経
験
し
な
い
不
便
さ

を
、
こ
こ
ガ
ー
ナ
で
体
験
す
る
こ

と
に
よ
り
、
水
や
電
気
、
物
の
あ

り
が
た
さ
を
感
じ
ま
す
。

残
り
７
ヶ
月
間
、
自
分
の

で
き
る
こ
と
を
頑
張
る

「住
め
ば
都
」
と
は
よ
く
言

っ

た
も
の
で
、
生
活
す
る
に
あ
た
り

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
ガ
ー
す
人
に
も

少
し
は
慣
れ
た
ｔ

残
り
７
ヶ
月
の
任
期
、
自
分

の

で
き
る
こ
と
を
精
　
杯
や

っ
て
、

後
任
者
に
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い
。

昨年 10月 から始めた柔道 トレーニング
ではアクラの柔道隊員が指導

ガーナの子どもたちは働き者。家の手伝い

で龍眼と呼ばれるナッツを売っています。

(7)

城
北
地
区
柔
道
大
会

で
健
闘

９
月
１５
日
、
城
北
地
区
柔
道
選

手
権
大
会
が
山
鹿
市
総
合
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
、
高
森
町
少
年
柔

道
ク
ラ
ブ
か
ら
８
人
が
出
場
し
健

闘
し
ま
し
た
。

３
位
　
興
椙
　
隼
潤

２
年
の
部

３
位
　
本
田
　
雄
大

３
年
の
部

勝
　
立
山
宗

一
郎

高
森
町
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

第
３
位
　
津
留
将
太
郎

○
中
学
生
６０
ｋｇ
級

第
３
位
　
三
井
　
康
生

大
会
結
果
　
（
敬
称
略
）

○
小
学
１
年
の
部

準
優
勝
　
津
留
　
恒
聖

○  ○
′」ヽ   ガヽ
優 学 第 学 第

第
１９
回
少
年
剣
道
招
待
錬
成
大
会

９
月
７
日

（土
）
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を

目
的
と
し
た
高
森
町
少
年
剣
道
招
待
錬
成
大

会
が
、
今
年
も
高
森
中
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
県
内
外
か
ら
小
学
校
男
子
４６
、
女

子
１６
、
中
学
校
男
子
３４
、
女
子
１６
の
各
団
体
と
、

個
人
参
加
を
含
め
て
約
８
百
人
と
い
う
た
く

さ
ん
の
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

高
森

の
選
手
は
団
体

の
部
で
は
惜
し
く
も

上
位
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
個
人

戦
で
は
中
学
校
男
子
の
部
で
田
上
和
宏
君
が

準
優
勝
と
山
田
悠
貴
君
が
３
位
、
小
学
校
高

学
年
男
子
の
部
で
甲
斐
竜
星
君
が
３
位
に
入

賞
す
る
な
ど
、
そ
の
健
闘
が
光
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ

シ
二

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

■
資
料
請
求

・
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
企
画
振
興
部
国
際
課
国
際

協
力
班

〒

８

６

２

１

８

５

７

０

熊
本
市
水
前
寺
６
‐
１
８
‐
１

■
０
９
６
‐
３
８
７
‐
７
５
２
７

(14)
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障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

～
個
月
１
日
か
ら
申
請
受
付
開
始
～

障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
は
、
現
在
、
町
が
サ
ー
ビ

ス

の
利
用
者
を
指
定
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
を
決
定
す
る

『
措

置
制
度
』
で
す
が
、
平
成
１５
年

４
月
か
ら
利
用
者
自
身
が

サ
ー
ビ

ス
を
選
択
し
、
事
業
者

・
施
設
と
の
契
約
に
よ
り

サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る

『
支
援
費
制
度
』
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
利
用
者
が
希
望
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
回
、
支
援
費
制
度

の
し
く
み
や
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支
援
費
制
度
を
利
用
す
る
に
は
？

支
援
費
制
度
が

始
ま
り
ま
す
Ｉ

利用者

障害者福祉サービス

を必要とする人 (身体

障害者・知的障害者・

障害児)

①支給申請

②調査
③支給決定
④受給者証
交付

市町村

支援体制を整備し、

支援費の支給決定を行
います。

支援費制度では、利用者自身がサー

ビスを選択し、都道府県知事の指定

を受けた事業者・施設 と対等な立場

で契約 して、サービスを利用します。

この ときのサービス費用の一部を利

用者が負担し、残 りは支援費 として

市区町村が支払います。

⑤サービス利用の契約

⑥サービスの提供

⑦利用者負担額の支払い

Ｎ
い
И
刈

「
安
全
‥
妥
む
な
・贅
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
ま
す
。

高
森
は
２
度
目
の
勤
務
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
２８
日
付
け
の
県
警
夏
の
定
期
異
動
で
高
森
警
察
署
長
と

し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
当
署
で
の
勤
務
は
今
回
が
２
回
目

で
あ
り
、
１
回
日
は
平
成
８
年
３
月
か
ら
同
９
年
３
月
ま
で
の

１
年
間
副
署
長
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
南
阿
蘇
に
は
、
各
町
村
長
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
と
知
己

が
あ
り
、
非
常
に
心
強
く
思
い
な
が
ら
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

管
内
は
、
近
年
温
泉
施
設
や

レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
、
別
荘
、

ペ
ン
シ
ヨ
ン
等
が
数
多
く
造
ら
れ
、
年
間
８
０
０
万
人
を
超

す
観
光
客
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
し
活

況
を
呈
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
て
、

町
村
自
体
の
生
活
環
境
も
大
き
く
変
貌
し
て
お
り
ま
す
。

加
え
ま
し
て
、
来
年
の
春
に
は
待
望
の
久
木
野
ト
ン
ネ
ル

も
供
用
開
始
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
こ
の
南
阿
蘇
の

利
便
性
が
高
ま
り
発
展
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
管
内
で
は
町
村
の
繁
栄
に
呼
応
す
る
か

の
よ
う
に
、
脱
衣
場
荒
ら
し

ｏ
自
動
販
売
機
荒
ら
し
等
の
新
た
な

窃
盗
事
件
等
が
続
発
す
る
と
と
も
に
、
通
過
交
通
に
起
因
す
る
交

通
死
亡
事
故
等
も
多
発
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
本
年
１
月

に
は
皆
様
の
耳
目
を
集
め
た
久
木
野
村
に
お
け
る
殺
人

・
死
体
遺

棄
事
件
が
発
生
し
、
犯
人
は
検
挙
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
治
安
の

悪
化
を
敏
感
に
感
じ
取
つ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
皆
様
方
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
、
身
近
な
犯
罪
の
検
挙
や
交
通
事
故
の
防
止

に
努
め
、
不
安
を
解
消
し
て

「安
全

・
安
心
な
街
づ
く
り
」

に
寄
与
し
た
い
と
思

つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

方
の
暖
か
い
ご
支
援

・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高森の皆様へ 着任のご挨拶   高森警察署長 島 崎|1政 廣_■■■■■■|||||■■■■■|― |                ‐ ||||■ |||■ |■ ||||||||||||■ |■ ||
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//⑦支援費の請求

指定事業者0施設
都道府県知事の指定

を受けた事業者・施設

です。利用者の心身

の状況に応じて適切な

サービスをす日共します。

｀
ヽ●   ●

●   ●

≧ゝ

⑦支援費の支払い
/

※○内の数字は下の「支援費制度を利用

するには」の数字に合わせています。

（印
）支
援
費

の
支
給
申
請
を

し
ま
す

サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
保
健
福
祉
課
福

祉
係

へ
支
給
申
請
を
し
ま
す
。
（
１０
月
１

日
か
ら
受
付
を
開
始
）
。

【申
請
に
必
要
な
も

の
】

▼
申
請
書

（保
健
福
祉
課
福
祉
係
に
あ
り

ま
す
）

▼
障
害
者
手
帳

▼
印
か
ん

※
こ
の
ほ
か
、
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
課
税
状
況
な
ど
が
把
握
で
き
る
書

類
」
・
資
料
や
医
師
の
診
断
書
な
ど
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
現
在
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
方

で
、
引
き
続
き
サ
ー
ビ

ス
を
利

用
す
る
方
は
平
成
１５
年
３
月
ま
で
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
施
設
に

入
所
し
て
い
る
方
は
、
平
成
１５
年
４
月

か
ら
１
年
間
は
支
援
費
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
支
給
申
請
の
手
続
は
同
年
４
月
か

ら
１
年
間
の
間
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

②

町
の
担
当
者
が

調
査
を

し
ま
す

支
給
中
請
を
す
る
と
、
後
日
、
町
の
担

当
者
が
自
宅
や
施
設
な
ど
に
訪
問
し
、
間

き
取
り
調
査
を
し
ま
す
。

【
調
査
す
る
内
容
】

▼
中
請
者
の
障
害
の
種
類
や
程
度
、
そ
の

他
の
心
身
の
状
況

～子どものパワーは朝ごはんから～

子どもの朝ごはんは午前中のパワーの源であり、発

育にも欠かせない大切なものです。朝食抜きで無理や

り活動したのでは、子どもの体が悲鳴をあげてしまい

ます。

●朝食抜きの子どもは体も心もガス欠です。

朝、起きたての体はエネルギーが空っぽです。人間

は寝ている間にも体のさまざまな器官が働いていて、

体内に蓄えられたエネルギーは常に消費されていま

す。もちろん子どもも同じです。

朝食をきちんと食べた子どもの場合、体温が上が

り、胃や脳にも刺激が与えられて全身が目覚めます。

一方、朝食をとらないまま保育園や幼稚園に行き、無

理やり体や脳を動かしている子どもは、フラフラした

り、グッタリしています。なかには集中力がなくなっ

てボーッとしたり、友達との遊びにも身が入らず、イ

ライラする子もいます。

●こんな「朝 ごはん 」がおすすめで

〇手早く作れ′るものを

電 rレンジやフライバンひとつで 手早くできる献立に
しましょう。

〇たんばく質をたっぶ りと

肉や卵や大豆製品は、成長期の F‐ どもの体づくりに重

要なたんぼく質食品。

〇体が温まる一品を

温かい汁物やホットミルクなどを飲むと、起きたての低

い体温が上がって、体が活動 しやす くな ります。

(13)
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～里書の噛餞グラクン熙…

□材料 (4人分 )
里芋 400g。 豚ひき肉 200g。 玉ねぎ 120g・

人参 60g。 油大さじ 1・ おから60g。 酒大
さじ 1・ 味噌大さじ 2・ 砂糖大さじ 2・ パン

粉大さじ4・ ねぎ40g・溶ろけるチーズ 80g。
バター少々

□作 り方

①里芋は皮をむき 1セ ンチの角切りにし、電

子レンジで加熱する。②豚肉、玉ねぎ、人参
のみじん切りを炒め、おからを加えて、酒、

砂糖、味噌で味付けする。③②に①を入れて、

混ぜ合わせる。④グラタン皿にバターを塗り、

③を入れて Lにパン粉、ねぎの小 |¬ 切りをの

せ、その上にチーズをのせてオーブントース

ターで焼く。 (240℃で7～ 10分 )

食生活改善推進員

佐藤若枝・平川静代 さん (上在)の作品

藩威菫:華:華

難握:難:彗

「   ・
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子
ど
も
た
ち

の
揺
れ
動
く
心

子
ど
も
た
ち
に
は
、
元
気
で
た

く
ま
し
く
、
そ
し
て
思
い
や
り
が

あ
り
、
目
標
を
も

つ
て
前
向
き
に

考
え
行
動
で
き
る
よ
う
に
‥
等
、

健
や
か
に
育

っ
て
欲
し
い
と
願
う

も
の
で
す
。

し
か
し
、
近
年
社
会
で
は
、
子
ど

も
を
取
り
巻
く
事
件
や
出
来
事
が

後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら

「イ
ラ
イ
ラ

す
る
」
「
ム
カ

つ
く
」
「
キ
レ
る
」

な
ど
の
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
自
身
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
周
囲
の

人
た
ち
と
の
関
係
を
ど
う
思

つ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

支
援
費
制
度
の
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
在
宅
で
利
用
で
き
る

「居
宅
サ
ー
ビ
ス
」

と
施
設
に
入
所
ま
た
は
通
所
し
て
利
用
す
る

「施
設
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
ま
す

（別
表
）。

な
お
、
介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

介
護
保
険
制
度
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

【居
宅
サ
ー
ビ
ス
】

■
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
が
障
害
の
あ
る
人
の
家
庭
を
訪
問

し
、
入
浴
や
食
事
の
介
助
な
ど
の
身
体
の

介
護
、
調
理
や
掃
除
な
ど
の
家
事
の
援
助
、

外
出
時
の
付
き
添
い
な
ど
を
し
ま
す
。

■
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
＝
介
護
者
が
病
気
な

ど
で

一
時
的
に
介
護
す
る
こ
と
が
困
難

に
な

っ
た
場
合
や
日
常
生
活
訓
練
を
行

い
た
い
場
合
な
ど
に
、
短
期
間
施
設
に

入
所
し
、
介
護
や
訓
練
を
し
ま
す
。

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
＝
送
迎
バ
ス
な
ど
を
利

用
し
て
事
業
所
に
通
所
し
、
入
浴

・
給

食
サ
ー
ビ
ス
や
創
作
活
動
、
機
能
訓
練
、

日
常
生
活
訓
練
な
ど
を
し
ま
す
。

■
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
＝
地
域
の
中
に
あ
る
住

宅
（ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ヨ
ン
上

戸
建
て
）

で
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、
食
事
な
ど

の
日
常
生
活
に
必
要
な
援
助
を
し
ま
す
。

【施
設
サ
ー
ビ
ス
】

■
更
生
施
設
＝
将
来
自
立
し
て
社
会
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
、
日
常
動
作
の
指
導
。

訓
練
を
し
ま
す
。

■
授
産
施
設
＝
就
業
を
通
し
て
自
活
す
る
た

め
、
職
業
訓
練
や
仕
事
の
提
供
を
し
ま
す
。

■
療
護
施
設
＝
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

身
体
障
害
者
が
適
切
な
援
助
を
受
け
な

が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
医
学
的
な

援
助
や
日
常
生
活
の
援
助
を
し
ま
す
。

■
通
勤
寮
＝
就
労
し
て
い
る
知
的
障
害
者
が

一
定
期
間
入
所
し
、
対
人
関
係
の
調
整
や

余
暇
の
活
用
、
健
康
管
理
な
ど
円
滑
な
社

会
復
帰
が
で
き
る
よ
う
に
、
独
立
自
活
に

必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
指
導
を
し
ま
す
。

▼
介
護
者
の
状
況

▼
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
状
況

▼
利
用
者
の
置
か
れ
て
い
る
生
活
環
境
な
ど
。

③
）支
援
費
の
支
給
が
決
定
し
ま
す

調
査
に
基
づ
き
、
支
給
が
適
当
と
認
め

ら
れ
た
場
合
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と

に
次
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

【
決
め
ら
れ
る
事
項
】

▼
支
給
期
間
＝
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
期
間
。

▼
支
給
量
＝
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
の
量
。

▼
利
用
者
負
担
額
＝
利
用
者
な
ど
の
負
担

能
力
に
応
じ
た
利
用
者
の
負
担
額
。

▼
障
害
程
度
区
分
＝
重
度
障
害
者

へ
の
支

援
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
障
害
の

程
度
に
よ
る
区
分
を
設
け
て
、
そ
れ
に

応
じ
た
支
援
費
の
額
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

※
な
お
、
支
給
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ

る
場
合
に
は
、
中
請
者
は
町
に
異
議
中

し
立

て
が
で
き
ま
す

（支
給
決
定
を

知

っ
た
日
の
翌
日
か
ら
６０
日
以
内
）
。

の
）受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す

支
給
決
定
の
と
き
に
決
め
ら
れ
た
事
項
が

記
載
さ
れ
た
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
）指
定
事
業
者

・施
設
と
契
約
し
ま
す

支
給
が
決
定
し
た
ら
、
指
定
事
業
者

・

施
設
を
選
び
、
受
給
者
証
を
提
示
し
て

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
契
約
を
結
び
ま

す
。
町
で
は
、
利
用
者
か
ら
の
要
望
に
応

じ
て
、
指
定
事
業
者

・
施
設
に
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
あ

つ
せ
ん
や
調
整
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
）サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す

利
用
者
は
、
指
定
事
業
者

。
施
設
に
受

給
者
証
を
提
示
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

ま
す
。
ま
た
、
指
定
事
業
者
は
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
た
場
合
に
、
記
録
票
に
記
入
す

る
な
ど
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
や

支
給
限
度
量
の
残
量
を
、
利
用
者
と
事
業

者
が
と
も
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

（明
）利
用
者
負
担
金
を
支
払
い
ま
す

町
が
決
定
し
た
利
用
者
負
担
額
を
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
し
た
指
定
事
業
者

・

施
設
に
支
払
い
ま
す
。
指
定
事
業
者

・
施

設
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
費
用
の
う
ち
利

用
者
負
担
額
を
除
い
た
分
を
、
利
用
者
の

代
わ
り
に
町

へ
請
求
し
、
町
は
支
援
費
と

し
て
指
定
事
業
者

・
施
設

へ
支
払
い
ま
す
。

■
支
援
費
制
度

に

つ
い
て
の
詳

し
い

こ
と
は
、
保
健
福
祉
課
福
祉
係
ｈ
２
‐

１
１
１
１

（内
線
１
２
１
）

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

身のことが好きですか ?

■支援費制度の対象となるサービス (別表)

※上記以外のサービスは支援費制度に移行しません。
自
分
を
好
き
に
な
れ
る
？

左
表
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ど

の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
？

「自
分
自

身
の
こ
と
を
好
き
」
と
答
え
た
人
は
、

家
庭
や
学
校
生
活
を
楽
し
く
送

っ

て
い
る

。
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
と

思

っ
て
い
る
と
答
え
て
い
る
割
合

が
と
て
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
こ
と
を
好
き
に
な
れ
な

い
こ
と
が

「イ
ラ
イ
ラ
感
」
を
強
め

る
ひ
と

つ
の
要
因
と
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
分
自
身
を
好

き
に
な
れ
る
、
自
分
の
こ
と
を
自
分

な
り
に

「よ
し
」
と
認
め
、
自
分
に

は
よ
い
面
も
あ
る
と
納
得
で
き
れ

ば
、
ト
ラ
ブ
ル
や
物
事
に
落
ち
着
い

て
対
応
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

周
囲
の
大
人
た
ち
に
出
来
る
こ
と

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
こ
と
を

好
き
に
な
れ
る
こ
と
は
、
周
囲
の
大

人
た
ち
に
よ

っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
て

い
き
ま
す
。
周
囲
に
認
め
ら
れ
な
い

と
自
分
自
身
に
対
し
て
肯
定
的
に

評
価
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
子

ど
も
の
小
さ
な
努
力
を
褒
め
た
り
、

子
ど
も
の
あ
り
の
ま
ま
を
認
め
る

よ
う
な
対
応
が
必
要
で
す
。

中
学
生
で
は
、
周
囲
の
大
人
が
自

分
の
こ
と
を
気
に
掛
け
て
い
て
く

れ
る
、
自
分
は
理
解
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
か
か
わ
り
が
あ

れ
ば
、
子
ど
も
は
心
理
的
に
支
え
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
ま
た
、
自
分
自
身
の
体
験
を

通
し
て
、
満
足
感

。
達
成
感
を
得
る

こ
と
で
自
分
を
価
値
あ
る
存
在
と

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
生
活
習
慣
と
の
関
係
も

深
く
、
寝
る
時
刻
が
夜
中
の
１２
時

過
ぎ
、
朝
食
欠
食
の
習
慣
の
子
ど

も
に
イ
ラ
イ
ラ
感
を
高
め
て
い
る

子
ど
も
も
多
い
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
親
は
子
ど
も
と
向
か

い
合

つ
て
話
し
て
い
る
。
”
そ
の

つ
も
り
“
で
も
子
ど
も
に
と

つ
て

は
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

親
の
都
合
や

一
貫
性
の
な
い
対
応

に
イ
ラ
イ
ラ
感
を
高
め
て
い
る
結

果
と
な

つ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
、
子
ど
も
た
ち
に
は
ほ
つ
と

で
き
る
場
所
と
時
間
と
も
い
え
る

”
子
ど
も
の
心
の
居
場
所
づ
く
り
“

が
必
要
で
、

こ
の
こ
と
に
よ
り

困
難
に
立
ち
向
か
う
強
さ
や
生
き

る
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
の
で

す
。

との関係や生活を

本町では平成 13

年度に小学 5年生～高校 2年生の子ども
を対象にアンケー ト調査を実施。

自分自

●   (D どう思っ

●   ●

10時から

ちのため

ていけ

考えて

(12)(9)

身体障害者 知的障害者

居
宅
サ
ー
ビ
ス

ホームヘル プサー ビス

シ ョ ー ト ス テ イ

デ イ サ ビ  ス

な  し グループホーム な  し

施
設
サ
ー
ビ
ス

更 正 施 設

移行 しません
授 産 施 設

療 護 施 設 な  し

な  し

は   い いい え

小・中学生 36.7% 18.6%

高 校 生 27.4% 16.7%

、ノ

講演会のお知らせ

対
象
と
な
る
サ
ト
ビ
ス

障 害 児
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は 大雨になりそうな時、台風が近づいた時、気をつけることは?

鶯晰隋隕痣●瓦のひび割れやトタンのめくれなどないか。
●アンテナはしっか り固定されているか。

M鰈隋炒薇 ●浸水の恐れがあるところは、家具や電化製品な
どを高い場所へ移動する。

m鰈鰤蒻蒻●雨戸にがたつきやゆるみはないか。
蜀跛辣晰漑 ●植木鉢や物干し竿などは室内に移動する。

０
０
●
●

マ
イ
ホ
■
ム
を
取
得
し
た
と
き

住
宅

ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築
や
購
入
又
は
増
改

築
し
た
と
き
に
は
、　
一
定
の
要
件

の
下
に
、
居
住
の
用
に
供
し
た
年

（平
成
１３
年
７
月
以
降
入
居
）
か

ら
１０
年
間
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
所

得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
平

成
１４
年
分
の
確
定
申
告
を
ご
自
分

で
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
方

は
、

１
年
目
に
確
定
申
告
を
す

る
と
、
２
年
目
以
降
は
年
末
調
整

で
控
除
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
に

な

つ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク

ル
推
進
月
間

環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

毎
年
１０
月
を

「リ
サ
イ
ク
ル
推
進

月
間
」
と
し
て
、
全
国

一
斉
に
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
運
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
次

の
４

つ
の
ス
テ

ッ
プ
が
必
要
で

す
。
①
ご
み
を
出
さ
な
い
暮
ら
し
を
心

掛
け
る
。

②
リ
サ
イ
ク
ル
に
ま
わ
し
、
原
材

料
と
し
て
再
資
源
化
す
る
。

③
使
用
済
製
品
を
再
利
用
す
る
。

④
廃
棄
物
を
適
正
に
処
理
す
る
。

ま
た
、
容
器
包
装
廃
棄
物
に
つ

い
て
は
、
「容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
」
に
よ
り
消
費
者
、
事
業
者

及
び
行
政
が
責
任
を
分
担
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
酒
の
容
器
等
に

つ
い
て
も
、

分
別
排
出
や
分
別
収
集
、
再
製
品

化
が
必
要
で
す
。

家
庭
や
職
場
、
地
域
で
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
■
熊
本
国
税
局
酒
税
課

Ｌ
０
９
６
‥
３
５
４
‐
６
１
７
１

■
阿
蘇
税
務
署

ｈ
０
９
６
７
‥
２
２
‐
０
５
５
１

⊂
="

●止め金具はキチンと止まっているか。

●ひび割れ、窓枠のがたつきはないか。

●大型ガラスの飛散を防ぐ方法として、
。テープを貼って補強する。

・窓に透明フィルムを貼って補強する。
。外側から板でふさぐ。・・・など

鶉瑕ド魏鰈隕●プロパンガスボンベは固定されているか。
●ブロック塀や外壁にひび割れ・亀裂はないか。

●吹き飛ばされそうなものは室内に移動する。

N鰈鰈漑颯●雨水の排水はよく流れるか。
●ゴミや落ち葉などを取り除いておく。

《
　
今
後
の
同
和
問
題
は
　
》

国

の
同
和
対
策

へ
の
取
り
組
み
の
基
礎
と
な

っ
た

の
は
、

昭
和
４ｏ
年
に
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
同
和
対
策

審
議
会
答
申
で
す
。

い
　
一
　ヽ
　
　
く
に
　
　
　
さ

ん

●
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

く

べ
　
っ

そ

ち

ほ

う

　

　

さ
だ

以
後
、

国

は

三
度

に
わ

た

り
特

別
措

置

法

を
定

め
、

ち
はう
こう
き
よ
う
だ
ん
た
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
わ
１，ん
だ
い
か
０け
つ　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
ざ
ま

地
方
公
共
団
体
と
と
も
に
、
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
様

々
な

じぎ
よう
　
お
こな

事
業
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
生
活
環
境
な
ど
の
面
で
、
か
な
り
の
成
果
を
あ
げ

ま
し
た
が
、
差
別
意
識
が
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
特
別
措
置
法
に
よ
る
対
策
は
、
平
成

１４
年
３
月

を
も

つ
て
終
了
し
ま
し
た
が
、
同
和
問
題
が
解
決
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
人
権
問
題
で
あ
る
同
和
問
題
解
決
に
向
け
て

行
政

・
学
校

・
企
業

・
民
間
団
体

・
家
庭

・
地
域
が

一
体
と
な

っ

た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

〈　
人
権
を
　
守

っ
て
は
じ
め
て
　
一
人
前
　
〉

（
高
森
町
人
権
啓
発
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら

）

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

●   ●

●   ●

高森警察署 TEL 2-0110

じ

ん

　

け

ん

「
人

権

」

～全国地域安全運動～
安全で住みよい地域社会の

実現を目指して

◆期間

平成 14年 10月 11日 (金)～ 10月 20日 (日 )ま で
◆運動の目的

全国地域安全運動は、地域の皆さんや防犯協会を

始めとするボランティア団体・企業 。自治体及び警

察が一体となって、「みんなでつくろう 安心の街」
「大きく育て安全の樹」のスローガンのもとに、地域

の実情に応 じた各種地域安全活動を推進することに

より、犯罪や事故・災害等の不安のない、安全で安

心して暮らせる地域社会の実現を目指すものです。

◆主催
。(社 )熊本県防犯協会連合会・各地区防犯協会 (連

合会)・ 熊本県警察

(11)

ラ
イ
ト
点
灯
運
動
実
施
中

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
た
だ

い
ま
公
用
車
の
全
て
で
ラ
イ
ト
点

灯
を
行

っ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら

安
全
運
転
を
心
掛
け
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ラ
イ
ト
を
点
灯
す

る
こ
と
に
よ
り
、
い
ち
早
く
他
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
存
在
を
知

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

福
祉
バ

ス
・
給
食
配
食
サ
ー

ビ
ス

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
訪

問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
業
務
等
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
本
会
で
は
、
利
用
者
の

皆
様
に
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
交
通
事

故
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

～新しい警察手帳と識別章～言魔ξ■
1撃
、
1%峯
聾子鷲講蒲鮨糖fヾ

変更

(10)

えて、携帯用のラジオを準備 し

ておくと便利です。

避難については、避難勧告が出る場合は、

消防署や警察署 。お住まいの市町村役場から

広報車や有線放送・防災無線・サイレンなど

で伝えられますが、避難勧告が出なくても災

害の危険を感 じたら、自主的に避難する事が

大切です。

る気象情報 。注意報。

に確認め まし よし つ 深 夜

お住

に

の どで の地域 河 山や な
てくく
グく
生菫
日|」ま

か後/ヽ
左
=,くヽの 情報象 どは つ

の しと 連絡 密も方近所の

を起こしましょう。

や

犯罪の被害に遭わないために

☆住宅を対象とする侵入盗の防止について
・ビッキングに強い錠や防犯ガラス等に取 り替
えるとともに、ワンドア・ツーロック (1つ
の扉に 2つの錠)にする。
・玄関や勝手 |~|な どに人が近付くと自動点灯す

るセンサーライ トを設置する。
☆ひったくり、強制わいせつ等路上犯罪の防止について
・歩行中は、申:道反対側に手荷物を持ち、自転

卓乗車中は、前かごネットなどを使用して覆
いをする。
。夜道の一人歩きはなるべく避け、見知らぬ人

からの誘いには絶対乗らない。
☆車上狙い及び自転車盗等乗物盗の防止について
・自動車は、キーの抜き取りとドアロックを励

行する。
・自転車・オー トバイは二重ロックと防犯登録

する。

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

制服の左胸に着装 している階

級章と一体化し、所属部署や個

人を表します。

識別章

67年ぶ りに形が変

わ り、縦開きの 2つ

折 り式になりました。

警察手帳

顆囃

日

L望」

● ‐.・ _‐■十

円


